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トーエス 総合カタログ
災害対策工
P.02-14

落石対策工
P.15-30

防雪工
P.31-36

３ 他  取扱い工法
P.37-44

４１ ２

ウルトラライティフェンス 
Ultra Lighty Fence

崩壊土砂防護柵

※本製品は、ハイパワーフェンス協会の技術です。

■ 各部材名称

アルミ支柱はアルマイト加工を施しているため、耐食性、耐摩耗性
の向上が期待できます。

耐食性、耐摩耗性の向上

従来の金網に比べ高強度な金網を用いているため、高エネルギー
に対応できます。

高強度金網による高いエネルギー対応

緩衝金具には、緩衝効果の高い ULF-OC と ULF-UH を組み
合わせることで、最大 300kJ までの落石エネルギーに対応
できます。

緩衝金具により最大 300kJ に対応

支柱は剛性を高めた中空断面のアルミニウム製支柱を用いて
おり、重量は鉄の 1/3 程度と軽量で施工性に優れます。

軽量で施工性に優れるアルミ支柱

実規模実証実験（土砂流下式実験・落錘衝撃載荷実験）により、崩壊土砂・落石の防護性能を確認しています。

実規模実証実験による性能照査

表層崩壊等の小規模崩壊土砂（衝撃力・堆積土圧）に対応できます。

小規模崩壊土砂に対応

製品概要
大型重機が入れない狭小箇所の
急傾斜地崩壊防止対策に最適な、小規模崩壊土砂防護柵

アルミ支柱(中間)
φ170×t6.0

横ロープ用緩衝金具
ULF-UH（2個）

アルミ支柱(端末)
φ170×t6.0

高強度金網
亜鉛アルミ合金メッキ鋼線
φ4.0-40×40クロスロープ用緩衝金具

ULF-OC

ボトムネット
亜鉛アルミ合金メッキ鋼線
φ4.0-40×40

控えロープ用緩衝金具
（側面・斜方向）
ULF-US（2個）

控えロープ用緩衝金具
（背面）
ULF-OS

国土交通省 NETIS 登録 No.HR-120013-VE
活用促進技術[新技術活用評価会議(北海道開発局)]ハイパワーアースフェンス工法

High Power Earth Fence

崩壊土砂・落石兼用柵、土石流・流木対策

※本製品は、ハイパワーフェンス協会の技術です。

兵庫県宍粟市山崎町三津山梨県南巨摩郡身延町下部

滋賀県高島市

『落石対策便覧』記載の「実験による性能検証法」に準拠した実規模実証
実験を行い、最大 1000kJ の落石エネルギーに対応できます。

最大 1000kJ の落石防護性能

コンクリート擁壁上への設置はもちろん、大口径ボーリング等で地盤面に
支柱を杭式で建て込むことができ、既設擁壁背面や軟弱地盤にも適用が
可能です。

脆弱地盤等の様々な地盤条件に適用可能

支柱を分割することにより部材が軽量化され、従来の標準支柱では運搬が
困難な狭隘箇所や、モノレールによる運搬が必要な現場でも施工可能と
なります。

ジョイント支柱による施工性向上

国土交通省 国土技術政策総合研究所資料『砂防基本計画策定指針 ( 土石流・流木対策編 ) 解説』『土石流・流木
対策設計技術指針解説』、に準拠した土石流流体力・堆砂圧に対応可能です。

土石流・流木対策工に対応

実規模実証実験（土砂流下式実験・落錘衝撃載荷実験）により、崩壊土砂・落石の防護性能を確認しています。

実規模実証実験による性能照査

優れた曲げ耐力を有した支柱を主部材とし、崩壊土砂・落石・積雪の災害種別に応じ、用途別に開発された
専用部材をバランスよく組み合わせることで、様々な自然災害に対応できます。

崩壊土砂・落石・積雪の様々な自然災害に対応

■ 各部材名称

支柱キャップ

端末柱

中間柱

ツリーロープ

ワイヤロープ

サポート

テークアップ

クロスプレート

ストッパー

金網

連結装置

製品概要
崩壊土砂・落石の実規模実証実験により確認された
安全・安心な崩壊土砂対策工

平成29年4月　NETIS掲載終了

国土交通省 NETIS 登録 No.HR-010009-VE

京都府南丹市八木町神吉

神奈川県川崎市高津区久末

兵庫県丹波市市島町乙河内

災
害
対
策
工

１

令和5年3月　NETIS掲載終了
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ハイジュールネット工法
High Joule Net

崩壊土砂・落石兼用柵

※本製品は、ハイジュールネット工法研究会の技術です。

平成31年3月　NETIS掲載終了

建設技術審査証明   建審証第 0801 号

国土交通省 NETIS 登録 No.QS-080010-V

兵庫県美方郡新温泉町三尾

特殊なブレーキエレメントにより、最大 3000kJ の大きな落石に対応します。
250kJ ～ 3000kJ まで、スイスのWSL（スイス連邦森林・降雪・植栽研究所 
自然災害部）による実規模実証実験で認証されています。

最大 3000kJ の大規模落石に対応

一度崩壊土砂や落石を受けても、現地での簡易な補修で機能を回復する
ことが可能です。不具合のネットを全面取替する必要がありません。

優れたメンテナンス性能

斜面上で大がかりな基礎は不要で、伐採範囲を最小限にとどめ、現状を
変えることなく設置することができ、周辺環境と同化します。

自然に優しい工法

崩壊した土砂を強靭で柔軟なケーブルネットで捕捉し、すり抜け防止の金網により、土砂の流出を最小限に
抑えます。また、小規模な土石流にも対応可能です。

土砂流出抑制

実規模実証実験（土砂流下式実験・落錘衝撃載荷実験）により、崩壊土砂・落石の防護性能を確認しています。

実規模実証実験による性能照査

崩壊土砂の衝撃力に応じた 3種類（100kN/m2、150kN/m2、200kN/m2）の型式が選択でき、崩壊土砂条件に
応じて柵高及び支柱間隔の設計を行います。

100 ～ 200kN/m2 の崩壊土砂に対応

■ 各部材名称

上部ケーブル 保持ケーブル

下部ケーブル

端末柱

サイドケーブル

中間柱

ブレーキエレメント ケーブルネット

製品概要
ワイヤロープを用いたケーブルネットとブレーキエレメントにより、
崩壊土砂・落石を受け止める高エネルギー吸収型土砂防護柵

パワーモンスター
Power Monster

落石・崩壊土砂防護大型土のう擁壁

※本製品は、亜細亜防災協会の技術です。

山形県鶴岡市小国 

岐阜県高山市奥飛騨

兵庫県神戸市長田区一里山町

国土交通省 NETIS 登録 No.CB-190020-VR

繊維ネット

発泡スチロールブロック

繊維ロープ
大型土のう
PM-03-N

製品概要

実斜面から土砂（50m3/ 回）を連続で 2回流下させた「土砂流下式実験」
により、崩壊土砂に対する防護性能を確認。

施工済の現場で落石、崩壊土砂を捕捉した事例があり、二次災害もなく安全・安心な工法を実証済。

応急復旧対策で実績の多い大型土のうを多段に積み上げ、ロープとネットで固定する構造で施工が簡単で
スピーディー。

崩壊土砂・落石に対して実斜面を用いた実規模実証実験により、防護性能を確認しているため信頼性が高く、
本復旧までの応急対策工や仮設対策工として最適。

崩壊土砂に対する防護性能を確認

実斜面上部から重錘を転落させる「斜面転落式実験」により、落石に対する
防護性能を確認。緩衝効果に優れる発泡スチロールブロックを併用すること
で最大 2400kJ まで対応可能。

落石に対しては最大 2400kJ まで対応

安心感の高い対策工

シンプル構造でスピーディーな施工を実現

崩壊土砂・落石等の災害対策に最適

応急対策等の災害対策工に最適な、大型土のう擁壁

■ 各部材名称
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G e o  B A N K 工法
Earth Geo Bank

崩壊土砂防護補強土壁

※本製品は、GeoBANK工法研究会の技術です。

平成28年10月　NETIS掲載終了

国 立 大 学 法 人 金 沢 大 学　共 同 研 究

国土交通省 NETIS 登録 No.HR-100004-A

■ 多方向補強材ジオグリッド(GEO-RSGBTX)

製品概要

現地発生土、流用土等の広範囲な土質材料が盛土材として利用可能であり、
建設発生土のリサイクルに貢献。

土構造物による柔構造体であるため、脆弱地盤に対しても地盤に追随する
ことが可能となり、地盤対策費を低減することができます。

特殊な機械、作業を必要とせず、部材が軽量なため施工が簡単で工期短縮や施工性が向上。

崩壊土砂の衝撃面のみ多方向補強材ジオグリッドを採用することで、衝撃荷重の分散効果が期待でき、
コストダウンも図れる構造を実現。

建設発生土のリサイクルに貢献

壁面を緑化することで、周辺の自然環境と調和し、景観性が向上。

自然環境との調和・景観性の向上

地盤対策費の低減によるコスト縮減

簡単施工により工期短縮・施工性の向上

危険斜面の崩壊土砂に対応

ジオグリッドを用いた補強土壁を構築し、
崩壊土砂から保全対象物を防護する工法

福岡県朝倉市杷木松末

※本製品は、ハイパワーフェンス協会の技術です。

平成29年4月　NETIS掲載終了

国土交通省 NETIS 登録 No.HR-050024-VE
[ 設 計 比 較 対 象 技 術 ]イージーネット工法

Easy Net

ポリエチレン製防災対策工

■ 被災状況（土砂）

製品概要

落石エネルギーの吸収量に対する対費用効果に優れます。また、主要部材
はポリエチレン製であるため、使用目的に対する柔軟な対応が可能となり
ます。

促進劣化試験により、ポリエチレン ネットの紫外線に対する耐候性を
確認しており、ネットの耐用年数や本設構造物としての運用規格が整備
されています。

阻止面は金網ではなく、繊維ネットを用いているため、軽量で取り扱い
やすく、斜面上の施工性に優れます。

斜面の立木を支柱として利用することが可能であり、特殊な機械も不要な
ことから工期短縮が図られ、災害復旧や仮設工事の安全対策に最適です。

優れた経済性と柔軟な用途対応

紫外線に対する耐候性の確認

軽量で施工性に優位

災害復旧等の安全対策に最適

ポリエチレン製ネットを使用し、軽量で施工性に優れた
仮設の安全対策工法

マルチタイプ

■ 被災状況（落石）

福井県大飯郡おおい町
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ソイルテクター
Soil tector

侵食防止強化マット

※本製品は、日新産業株式会社の技術です。

令和3年3月　NETIS掲載終了

国土交通省 NETIS 登録 No.CB-100042-VE

ネット

綿状マット

水解性シート
（種子・肥料付）

【注意事項】
 ソイルテクターは、既存雑草が残った状態で施工すると、綿状マットが持ち上げられやすい傾向にあります。
そのため、施工前の法面清掃を念入りに行い、既存雑草の地上部や根系をできるだけ取り除いてから施工を行って下さい。
（  特に冬期～早春の施工時には、既存雑草が枯れて見つけにくい状態になるため、充分にご注意願います。）

製品概要

余剰水のほとんどをマット内で排水処理するため、地山に不要な水
が流れるのを防ぎ、侵食を防止します。

繊維が地山に密着し土粒子と絡み合うため、土粒子の移動を防止
し、侵食を防ぎます。

法面を全面被覆するため、雨滴の衝撃が地山に達するのを防止し、
侵食を防ぎます。

表面排水材としての機能

施工直後から高い侵食防止機能を発揮するため、侵食を受けやすい
地質や豪雨対策として有効です。

早期の災害復旧に最適

土粒子の移動を防止

雨滴衝撃の緩和

緑化が完成するまでの侵食防止機能を強化した植生マット

■ 各部材名称

■ ソイルテクターS

Ｅ  Ｐ  Ｍ
Erosion Prevention Method

斜面侵食防止 表層土砂流出抑制対策工法

EPMネット

EPMナット

支圧バネ

アンカー

突起付プレート

EPMマット

京都府南丹市日吉町志和賀

■ 各部材名称

■ EPMナット

EPMマットは帯状構造であるため、表流水の流速を抑制します。

表流水の流速を抑制

部材が軽量であり人力施工が可能な為、高所や山岳地などの狭い現場でも施工
できます。材料の交換が可能であるため、メンテナンスが容易です。

施工性に優れ、メンテナンスが容易

大きな機械を使用せず、小スペースで施工が可能である為、工期短縮、コスト
縮減を実現します。

工期短縮とコスト縮減の実現

地表面が沈下した場合でも、支圧バネの反発力による押さえ込み効果で、
継続的に地面に圧力がかかり、土砂の流出抑制効果が維持されます。

継続的に土砂流出を抑制

千鳥配置されたアンカーで EPMネット ( 金網 ) を地山に定着させることで、
表土厚 1.0ｍ以下までの不安定地盤の土砂流出抑制効果があります。

表層土砂流出を抑制

引張力のある EPMネット ( 金網 ) が法面全体を抑え込むことで、斜面侵食防止
及び EPMマットの種子流出を防止します。

斜面侵食、種子流出を防止

製品概要 層厚 1.0m程度までの地山の侵食を防止する工法

国土交通省 NETIS 登録 No.CB-210015-A
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アルミディスク
Alumi Disc

鉄筋挿入工用アルミ製反力体
国土交通省 NETIS 登録 No.CB-180025-A

アルミディスク

鉄筋挿入工

ラス金網

アンカープレート

φ740×t27

寸　　法

12.5kg

製品重量

0.43 ㎡

受圧面積

50kN

許容荷重

アルミディスク 規格

製品概要

載荷実験による耐荷性能、緑化実験による緑化状況を確認しています。

厚さ 27mm未満の薄型構造のため、緑化によりアルミディスクが隠れ景観を邪魔
しません。

円形構造は方向性がないため、設置時の方向調整が不要、設置時間が短縮できます。

薄型化、軽量化を実現し人力による設置が可能です。

各種実験を行い性能を確認

薄型構造により景観性に配慮

円形構造により施工性を向上

アルミニウム合金を用いた円形ハニカム構造を採用

切土法面や斜面の安定を図る鉄筋挿入工用の反力体

■ 各部材名称

■ 構造図

広島県呉市

740

74
0

10
0

87

アンカーネット工法
Anchor Net

ステンレス製ワイヤーリングを用いた斜面崩壊 ( 土砂・岩盤 ) 対策

※本製品は、斜面対策研究協会の技術です。

国土交通省 NETIS 登録 No.CB-210003-A

 沖縄県中頭郡嘉手納町字嘉手納

■ 抑止機構図

製品概要

凹凸の激しい斜面でも、自在性の高いワイヤー
ネットで容易に被覆固定が可能です。

簡易支圧板とワイヤーネットによる固定方法の
ため、立木を残すことが可能です。

ステンレスワイヤーリングを使用しているため、
耐久性に優れます。塩害地域にも有効です。

自然斜面への高い適用性

環境に配慮した施工が可能

優れた耐久性

土砂および岩盤を対象にした斜面崩壊対策工法
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テラセルⓇ擁壁工法
立体ジオシンセティックス／ジオセル工法

令和2年3月　NETIS掲載終了

※本製品は、東京インキ株式会社の技術です。
Terracell

国土交通省 NETIS 登録 No.KT-090023-VE
活 用 促 進 技 術 指 定

800

3000

150

1：
0.5

テラセル

製品概要

植生可能な中詰材を使用することで、セットバックした部分への植生工や
在来種の飛来による緑化ができます。

テラセル擁壁工法に使用するテラセルは約 4kg/ 枚と軽量なため、容易に運搬ができます。
また、コンパクトな状態で納入されるため、材料の保管に広いスペースを必要としません。

テラセルはハニカム構造のため、中詰材を拘束することで現地発生土や砕石等の様々な
中詰材を状況に応じて使用できます。

テラセルの原材料は高密度ポリエチレンを使用し、表面のシートには厚さ 1.5mmのシート
にテクスチャー加工を施しているため、十分な耐候性を持っております。また、耐薬品性
にも優れており、酸性土・アルカリ性土などのあらゆる土壌に適応します。

緑化が可能

使用する部材が少なく、施工方法も展開・充填・転圧の繰り返し作業の
ため、施工期間の短縮が可能です。
そのため、狭小な現場や災害復旧に能力を発揮します。また、コンクリート
を使用しないため、養生期間が不要で工期短縮が可能です。

簡単で素早い施工性

軽量でコンパクト

様々な中詰材の使用が可能

高い耐候性・耐薬品性

テラセル（ジオセル）に現地発生土や砕石を充填し、段積み
により擁壁を構築することで、切土・盛土のり面を保護する工法

■ 各部材名称

バイオコンクリートマット
Bio Concrete Mat

布製型枠

※本製品は、大嘉産業株式会社の技術です。

製品概要

水中施工が可能なため、止水工事、水替工事が不要となり、工期短縮による省力化・コスト縮減が
可能です。

省力化・コスト縮減

豪雨災害などの緊急応急復旧や河川・港湾などの侵食対策として、多くの採用事例があります。

防災・減災

現場打ちコンクリート、プレキャストブロック、平張りブロックなど二次製品では施工が難しい不陸に
対応が可能です。また、コンクリート圧送車による圧入施工を行うためコンクリート二次製品に比べ
少人数、短時間で広範囲の面積が施工可能です。

スピーディーな施工

布製型枠に流動性モルタルまたはコンクリートを
ポンプで圧入し、板状コンクリート体を形成する工法

■ 施工手順

洗浄・注⼊⼝処理
バイオコンクリートマット

現場搬⼊
バイオコンクリートマット

敷  設
コンクリート (モルタル )

打  設 仕上げ (加⼯ )

国土交通省 NETIS 登録 No.QS-210017-A
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災害対策工
P.02-14

落石対策工
P.15-30

１ ２ 防雪工
P.31-36

３ 他  取扱い工法
P.37-44

４

■ 緩衝金具 ST-16（金具2個）

■ 緩衝金具 ST-16（金具1個）

パワーキャッチフェンス工法
Power Catch Fence

高エネルギー吸収型落石防護柵

※本製品は、ハイパワーフェンス協会の技術です。

製品概要

簡素化した専用部材とワイヤーロープ等の汎用品をバランスよく組合せた構造により、
経済性、維持管理性、施工性に優れた工法です。

コンクリート擁壁上への設置はもちろん、大口径ボーリング等で地盤面に支柱を杭式
で建て込むことができ、既設擁壁背面や脆弱地盤にも適用が可能です。

緩衝金具・間隔材等の緩衝機構により、落石エネルギーを分散・吸収し、最大500kJ
の落石に対応できます。

優れた曲げ耐力を有した支柱を主部材とし、落石・積雪・崩壊土砂の災害種別に応じ、用途別に開発された
専用部材をバランス良く組み合わせることで、様々な自然災害に対応できます。

優れた経済性と維持管理

脆弱地盤等の様々な地盤条件に適用可能

落石エネルギーを吸収する緩衝機構

落石・積雪・崩壊土砂の様々な自然災害に対応

部材の軽量化 &簡素化を追求した
低コストの高機能フェンス

愛知県豊田市石楠町

岩手県下閉伊郡田野畑村萩牛

国土交通省 NETIS 登録 No.HR-010009-VE

平成29年4月　NETIS掲載終了 イクシーフェンス
IX I Fence

高エネルギー吸収型落石防護柵

※本製品は、ハイパワーフェンス協会の技術です。

製品概要

シンプルな柵構造のため、部材数と組立工程が少なく、経済性と施工性に優れています。

支柱の静的載荷試験、柵面構造の落錘衝撃載荷実験、実構造体における実規模実証
実験により、性能確認を行っています。

大口径ボーリング等で地盤面に支柱を杭式として建て込むことができ、既設擁壁
背面や脆弱地盤にも適用が可能です。

支柱は鋼管内部に補強材を配置した高耐力のモルタル充填鋼管を採用。この支柱と
エネルギー吸収性能に優れた高強度金網を組み合わせることで、シンプルでありながら
も高性能な柵構造を実現しています。

優れた経済性と施工性

積雪地域においては、積雪用の柵構造を用意しています。条件に応じて構造のご提案
をさせていただきます。

積雪地域にも対応可能

実験による性能確認

脆弱地盤等の様々な地盤条件に適用可能

高耐力支柱と高強度金網の融合

シンプルな構造で 優れたエネルギー吸収性能と
施工性を実現した高性能落石防護柵

島根県雲南市吉田町川手

北海道足寄町

岐阜県関市板取加部

国土交通省 NETIS 登録 No.HR-190003-A

■ 高強度金網(4.0φ×40×40)

■ 緩衝金具(OC)

■ 緩衝装置(ST)

兵庫県佐用郡作用町弦谷
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P.02-14
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３ 他  取扱い工法
P.37-44
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落
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工
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パイルロックフェンス -Plus工法
Pile Rock Fence - Plus

杭式落石防護柵

※本製品は、ハイパワーフェンス協会の技術です。

国土交通省 NETIS 登録 No.CB-170016-A

■ 支柱

■ 緩衝金具

杭基礎構造であるため、用地と樹木伐採が最小限に抑えられ、掘削やコンクリート
工事が不要な、環境負荷低減・工期短縮型工法です。

最小限の用地で施工が可能

支柱を構成する三重鋼管は、設置位置で組み立てるため、狭隘地など搬入条件が
厳しい現場においても、部材搬入による施工の制限を最小限に抑えることが可能
です。

狭隘地での部材搬入が容易

外側鋼管で孔壁を保護しながら削孔（最大削孔径φ216mm）ができるため、孔壁
が自立しない地盤でも施工が可能となっています。

脆弱地盤への対応

支柱の静的載荷試験、実構造体での実規模実証実験（落錘衝撃載荷実験）による性能
確認を行っており、最大 210kJ までの落石エネルギーに対する防護性能を確認して
います。

実験による性能確認

支柱は地中杭部と一体構造とした三重鋼管合成杭（外側鋼管径φ165.2mm）を採用
しており、衝撃に対して強い曲げ耐力を有しています。

三重鋼管構造の杭式落石防護柵

製品概要 環境負荷低減型の施工性に優れた三重鋼管合成杭式防護柵

徳島県那賀郡那賀町大久保

愛知県知多郡南知多町大字師崎

滋賀県甲賀市土山町大河原

ビーズリンガーネット工法
Beads Ringer Net

高エネルギー吸収型ポケット式落石防護網

※本製品は、亜細亜防災協会の技術です。

令和2年3月　NETIS掲載終了

国 立 大 学 法 人 金 沢 大 学　共 同 研 究

国土交通省 NETIS 登録 No.QS-090008-VE

■ バランス金具（支柱側） ■ バランス金具（アンカー側）

製品概要

従来工法に比べ、落石対策工のコスト縮減に貢献できます。また、主要部材
は一般汎用品を使用しており、迅速なメンテナンスが可能となります。

国立大学法人金沢大学との共同研究で確立された工法であり、実構造体での
実規模実証実験（斜面滑走式実験）にて、性能の確認を行っています。

アンカーへの作用荷重にも緩衝機構が働くため、アンカーや地盤、ワイヤ
ロープへの負担が軽減できます。

バランス金具（滑車構造）で連続した支持ロープ、ビーズリング、ＫＴ装置のトリプル緩衝機構により、
2100kJ の落石エネルギーに対応できます。

コスト縮減と迅速なメンテナンス

国立大学法人金沢大学との共同研究

アンカーへの負担が軽減

トリプル緩衝機構により、2100kJ の落石エネルギーに対応

急斜面の落石対策に最適な
高エネルギー吸収型ポケット式落石防護網

■ ビーズリング ■ KT装置

東京都西多摩郡奥多摩町境

和歌山県有田郡広川町上津木

広島県神石郡神石高原町永野

ＴＹＰＥ BRN-700BRN-400BRN-250 BRN-1000 BRN-1300 BRN-2100
適用範囲 (Max) 700kJ400kJ250kJ 1000kJ 1300kJ 2100kJ

3×7　12φ・14φ・16φ
（縦補強ロープなし）各種ロープ 3×7　12φ・16φ3×7　12φ・14φ・16φ

（縦補強ロープなし） 3×7　14φ・18φ 3×7　14φ・18φ 3×7　16φ・18φ
（横補助ロープ追加）

ＢＲポケット支柱 H-150×150H-125×125H-125×125 H-150×150 H-150×150 H-150×150

ビーズリング φ900φ450φ400 φ900 φ900 φ900

ＫＴ装置・ストッパー 16φ用16φ用－ 18φ用 18φ用 18φ用

金網 4.0φ×50×50
普通

3.2φ×50×50
高強度金網

3.2φ×50×50
普通

5.0φ×50×50
普通

5.0φ×50×50
普通

5.0φ×50×50
普通

6 タイプに分かれており、落石エネルギーの規模に応じて、金網、ワイヤロープ、緩衝機構等の仕様が異なります。ラインナップ
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ＲＴロックネット
RT Rock Net

従来型ポケット式落石防護網

徳島県那賀郡那賀町長安

エネルギー吸収型軽量落石防護柵

※本製品は、ハイパワーフェンス協会の技術です。

国土交通省 NETIS 登録 No.HR-120013-VE
活用促進技術[新技術活用評価会議(北海道開発局)]ウルトラライティフェンス

Ultra Lighty Fence

緩衝金具には、緩衝効果の高い ULF-OC と ULF-UH を組み合わせることで、最大
300ｋJ までの落石エネルギーに対応できます。

緩衝金具により最大 300ｋJ に対応

実規模実証実験（落錘衝撃載荷実験、土砂流下式実験）により、落石・崩壊土砂
の防護性能を確認しています。

実規模実証実験による性能照査

設計積雪深最大 4.0ｍ程度、表層崩壊等の小規模崩壊土砂に対しても、部材を変更
することで対応できます。積雪対応型として標準タイプ（アルミ支柱）のほか、
鋼管支柱タイプの選定も可能です。

積雪、小規模崩壊土砂に対応

従来の金網に比べ高強度な金網を用いているため、高エネルギーに対応できます。

高強度金網による高エネルギー対応

アルミ支柱はアルマイト加工を施しているため、耐食性、耐摩耗性の向上が期待
できます。

耐食性、耐摩耗性の向上

支柱は剛性耐力を高めた中空断面のアルミニウム製支柱を用いており、重量は
鉄の 1/3 程度と軽量で施工性に優れます。

軽量で施工性に優れるアルミ支柱

■ 緩衝金具（ULF-OC）

■ 緩衝金具ULF-UH(金具2個）

製品概要
高強度金網とアルミ支柱を組み合わせた
エネルギー吸収型軽量落石防護柵

宮城県登米市津山町柳津

 大阪府和泉市槇尾山町

■ アルミ支柱（φ170）

製品概要

平成29年度に改訂された落石対策便覧に準拠した設計に対応しています。

一般汎用部材で構成されており、経済性に優れ、迅速なメンテナンスが可能です。

軽量な部材で構成されているため、施工が容易で簡単です。

上部に落石の入り口となる開口部を設けた防護網により、落石エネルギーを吸収後、
網裾まで誘導します。

落石対策便覧（平成 29年 12 月版）に対応

優れた経済性とメンテナンス

簡単施工

急斜面からの落石を斜面下部まで誘導

急斜面の落石対策に最適なポケット式落石防護網

■ アンカー

■ 支柱

長崎県雲仙市千々石町己

令和5年3月　NETIS掲載終了
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災害対策工
P.02-14

落石対策工
P.15-30

１ ２ 防雪工
P.31-36

３ 他  取扱い工法
P.37-44

４

 大阪府和泉市槇尾山町

ハイジュールネット工法
High Joule Net

高エネルギー吸収型落石防護柵

※本製品は、ハイジュールネット研究会の技術です。

平成31年3月　NETIS掲載終了

建設技術審査証明   建審証第 0801 号

国土交通省 NETIS 登録 No.QS-080010-V

■ ケーブルネット

■ 支柱

■ ブレーキエレメント

製品概要

斜面上での大がかりな基礎は不要で、伐採範囲を最小限にとどめ、現状を変える
ことなく設置することができ、周辺環境と同化します。

一度落石を受けても、現地での簡易な補修で機能を回復することが可能です。
不具合のネットを全面取替する必要がありません。

落石を直接受け止めるネットは、ワイヤロープの交点をクリップ金具で、しっかりと
締結したケーブルネットを使用しています。重量が軽く、斜面上での取り扱いが容易
です。

特殊なブレーキエレメントにより、最大 3000kJ の大きな落石に対応します。
250kJ ～ 3000kJ まで、スイスのWSL（スイス連邦森林・降雪・植栽研究所 自然
災害部）による実規模実証実験で認証されています。

自然に優しい工法

優れたメンテナンス性能

ワイヤロープで形成されるケーブルネット

最大 3000kJ の大規模落石に対応

ワイヤロープを用いたケーブルネットとブレーキエレメントを
組み合わせた、維持補修が容易な高エネルギー吸収型落石防護柵

広島県三原市糸崎町 長野県下伊那郡阿南町落合

三重県熊野市新鹿町

イージーネット工法
ポリエチレン製防災対策工

Easy Net
※本製品は、ハイパワーフェンス協会の技術です。

平成29年4月　NETIS掲載終了

国土交通省 NETIS 登録 No.HR-050024-VE
[ 設 計 比 較 対 象 技 術 ]

製品概要

落石エネルギーの吸収量に対する対費用効果に優れます。
また、主要部材はポリエチレン製であるため、使用目的に対する柔軟
な対応が可能となります。

促進劣化試験により、ポリエチレン ネットの紫外線に対する耐候性
を確認しており、ネットの耐用年数や本設構造物としての運用規格
が整備されています。

実規模実証実験を行い、最大200kJ の落石エネルギーに対応可能である
ことを確認しています。

軽量で取り扱いやすいため、大型機械の入れない場所でも施工可能であり、
工期も短縮可能な仮設安全対策工として、最適な工法となっています。

優れた経済性と柔軟な用途対応

紫外線に対する耐候性の確認

最大 200kJ の落石エネルギーを吸収

軽量で施工性に優れ、仮設安全対策に最適

ポリエチレン製ネットを使用した軽量で施工性に優れた落石対策工

長崎県南松浦郡新上五島町道土井 長野県下伊那郡大鹿村桶谷

岐阜県養老郡養老町高林

イージーネット工法は、右のフローチャート

のように、対策条件・使用条件・現場条件

などから最も適したタイプを選択することが

できます。

本設使用

防護工

予防工

対策条件

本設使用

使用条件 現場条件 タイプ名

立木無し
仮設使用

マルチタイプ（立木式）立木有り ルチタイプ（立木式）

スタンダードタイプ（支柱式）

カバータイプ・ＬＴ（覆い式）

タイプ選定の目安

ポリエチレン製ネットは、熱や紫外線に対する耐候性の評価が
重要な課題となります。イージーネットでは、促進劣化試験
を行うことで耐候性能を確認しており、本設使用の場合は安全率
（Fs=1.5）を見込んだ強度設定としています。

財団法人　日本ウエザリングテストセンター

JTM G 01（メタルハライドランプ方式試験機）

連続照射および噴霧放射照度：100mW/cm2

ブラックパネル温度：63±3℃
相対湿度：50±10%
噴霧サイクル：120 分照射中 18 秒間

・試験場所：

促進劣化試験の概要

・試験装置：

・試験条件：

銚子暴露試験場

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%

10年後 20年後 30年後 40年後

Pe440dtex/800本
Pe440dtex/700本Pe440dtex/500本Pe440dtex/180本

経過年数 （年）

強
度
保
持
率
 （
%
）

ネット本体の強度保持率グラフ（目安）
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トーエス 総合カタログ

三重県尾鷲市新鹿町奥

 大阪府和泉市槇尾山町

製品概要

パワーモンスター
Power Monster

落石・崩壊土砂防護大型土のう擁壁

※本製品は、亜細亜防災協会の技術です。

国土交通省 NETIS 登録 No.CB-190020-VR

兵庫県神戸市長田区一里山町秋田県能代市二ツ井町駒形

災害応急復旧対策等で実績の多い大型土のうを主要部材としており、多段に積み上げる簡単な
構造であるため、施工性に優れます。

簡単施工による、スピーディーな施工

主要部材は耐候性能を確認している繊維ネットと耐候性の大型土のうを用いています。
また、新たに開発した大型土のうを用いることで最大 15 年まで対応可能です。

長期仮設に対応（最大 15年）

落石衝突後のメンテナンスは、繊維ネットの切断が容易であり、部分的な大型土のう交換や補修
が可能です。

メンテナンスが容易

実斜面から土砂（50m3/ 回）を連続で 2回流下させた実規模実証実験（土砂流下式実験）により、
崩壊土砂に対する防護性能を確認しました。

崩壊土砂にも対応可能

構造体の一体化を図るため、柔軟性に優れる繊維ロープ・繊維ネットで全体を包括し、構造全体で
エネルギーを分散させて吸収します。

エネルギーの分散、吸収効果の向上

大型土のう間に緩衝効果に優れる発泡スチロールブロックを配置することで、最大2400kJまでの落石
エネルギーに対応できます。防護性能は、実規模実証実験（斜面転落式実験）により確認しました。

最大 2400kJ の落石エネルギーに対応

製品概要 応急対策等の災害対策工に最適な、大型土のう擁壁

■ 繊維ネット

■ 大型土のう（PM-03-N）

■ 繊維ロープ

北海道島牧郡島牧村

■ 多方向補強材ジオグリッド(GEO-RSGBTX)

■ ジオセル(RGB-TW)

G e o  B A N K 工法
Rock Geo Bank

落石防護補強土壁

※本製品は、GeoBANK工法研究会の技術です。

製品概要

土構造物による柔構造体であるため、脆弱地盤に対しても地盤に追随する
ことが可能となり、地盤対策費を低減することができます。

建設発生土、流用土等の広範囲な土質材料が盛土材として利用可能であり、
建設発生土のリサイクルに貢献。

特殊な機械、作業を必要とせず、部材が軽量なため施工が簡単で工期短縮や
施工性が向上。

ジオグリッドを用いて構築した補強土体と落石衝突面に高密度ポリエチレン
製樹脂の立体ハニカム構造であるジオセルを配置した緩衝体を組み合わせる
ことで、最大 4500kJ の落石エネルギーに対応できます。

地盤対策費の低減によるコスト縮減

道路側の壁面を緑化することで、周辺の自然環境との調和が図れます。また、
広範囲な土質材料を盛土材として利用可能なため、建設発生土のリサイクル
に貢献できます。

緑化による自然環境との調和

建設発生土のリサイクルに貢献

簡単施工により工期短縮・施工性の向上

最大 4500kJ の落石エネルギーに対応

ジオグリッドを用いた補強土壁を構築し、
落石から保全対象物を防護する工法

平成28年10月　NETIS掲載終了

国 立 大 学 法 人 金 沢 大 学　共 同 研 究

国土交通省 NETIS 登録 No.HR-100004-A
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ラティスネット工法
Lattice Net

ワイヤロープ伏工

製品概要

標準で縦・横＠2.5ｍ（＠2.0ｍでも可）毎に設置する主ワイヤロープ交点は、独自に開発した
締結力を有するＬNアンカークリップで締結します。

使用するワイヤロープは、比較的小径となるφ12、φ14を適用するため、軽量かつフレキシブル
で施工性に優れます。

現地でワイヤロープを立木の間を通した張設配置が可能であるため、最小限の樹木伐採及び
根回りの刈取り程度で施工可能となり、周辺環境や景観に配慮できます。

ワイヤロープを格子状に張設配置し、浮石・転石を斜面に押さえ込み初期始動を未然に防護
する工法です。

主ワイヤロープ交点部は、締結力を有するＬＮアンカークリップで締結

軽量かつフレキシブルな部材構成

立木を残したままでの施工が可能であり、周辺環境と景観に配慮

斜面に点在及び堆積された浮石及び転石の初期始動の防護

斜面上に分布する浮石・転石群をまとめて対策する予防工

徳島県那賀郡那賀町長安

■ LNクロスクリップ

■ LNアンカークリップ

ワイヤーネット被覆工法  ／ クラッシュネット工法
Wire Net

落石発生源対策 小割（残置・除去）対策
ステンレス製ワイヤーリングを用いた ステンレス製ワイヤーリングを用いた国土交通省 NETIS 登録 No.CG-110030-A

平成29年10月　NETIS掲載終了

※本製品は、斜面対策研究協会の技術です。

 福井県敦賀市立石

■ 連結金具 ■ ワイヤーリング(3連 基本形)

■ ショートアンカー(SA600) ■ アンカーピン

製品概要 自在性の高いリング式ワイヤーネットを使用し、
不安定な転石群の固定や小割を可能とする落石予防対策

自在性の高いワイヤーネットにより、不安定な転石に対しピンポイント
で対策を施すことが可能であり、コストの縮減が図れます。

個々の部品が軽量なため、人力での運搬や大掛かりな仮設が不要
など、施工性と安全性の向上が図れます。

ステンレスワイヤーネットを使用しているため、耐久性に優れて
おり、小割整形後の撤去が不要となります。

現場に応じた経済的な配置

軽量部材による施工性の向上

優れた耐久性

ワイヤーネット被覆工法  静岡県浜松市天竜区佐久間町相月ワイヤーネット被覆工法
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トーエス 総合カタログ

放
電
破
砕
工
法
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砕
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落
石
対
策
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２

災害対策工
P.02-14

落石対策工
P.15-30

１ ２ 防雪工
P.31-36

３ 他  取扱い工法
P.37-44

４

アンカーネット工法
Anchor Net

ステンレス製ワイヤーリングを用いた斜面崩壊 ( 岩盤・土砂 ) 対策

製品概要 浮石・転石群や表層地盤を固定する斜面崩壊対策工法

 沖縄県中頭郡嘉手納町字嘉手納

■ 抑止機構図

凹凸の激しい斜面でも、自在性の高いワイヤー
ネットで容易に被覆固定が可能です。

簡易支圧板とワイヤーネットによる固定方法の
ため、立木を残すことが可能です。

ステンレスワイヤーリングを使用しているため、耐久性に優れます。
塩害地域にも有効です。

自然斜面への高い適用性

小規模な落石発生源に対して、補助ネットを
併用することにより、斜面崩壊とともに、小規模
落石の同時固定も可能です。

小落石源の発生対策が可能

環境に配慮した施工が可能

優れた耐久性

※本製品は、斜面対策研究協会の技術です。

国土交通省 NETIS 登録 No.CB-210003-A 放電破砕工法
ElectricDischarge ImpulseCrushing System

岩盤・コンクリート破砕工法

※本製品は、株式会社ニチゾウテックの技術です。

国土交通省 NETIS 登録 No.KK-050047-A

平成26年10月　NETIS掲載終了

■ 放電衝撃発生装置

■ 装置積載状況

製品概要

遠隔操作ができるため、大型重機が使えない狭い現場での破砕作業に最適
な工法です。

低振動 (30m 離れると周囲と同一レベル )、低騒音 (30m 離れると 70dB に
減少 )、低粉塵 ( 破砕時の粉塵はほとんどなし ) に制御可能です。

火薬類取締法の制約を受けない破砕工法であり、市街地での施工も可能です。

狭い現場や室内でも施工可能

破砕力・騒音・振動の抑制

火薬類を使用しない破砕工法

重機が配置できない 急斜面の転石や浮石を
電気の力で効率的に破砕
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ＤＦＴジョイント工法
Defence Form Troughjoint

全天候クサビ挿入型目地材

原材料に EPDM（エチレンプロピレンゴム）を使用しているため、対候性・耐久性
に優れ、長期間の使用が可能です。

優れた対候性・耐久性

軟弱地盤の不等沈下による上下左右の段ずれに対して、追従することが可能で、
長期にわたり止水性能を維持します。

不等沈下に追従可能

施工面が濡れていても乾燥作業が不要です。また、冬季施工においても防寒養生は
不要です。

悪天候での施工可能

カッターでカットした溝に DFT ジョイントのくさび部をハンマーで打ち込むだけ
なので、取付は簡単かつスピーディーです。

簡単取付、スピーディーな施工

製品概要 既存開水路の長寿命化に必要な 目地材の耐久性を向上

■ ＲＣトラフ設置例

■ ＰＣフリューム設置例

■ ボックスカルバート設置例

■ ワイヤーセット例

スタンドドライブ工法
Stand Drive

無足場削孔工

※本製品は、ＳＤ工法研究会の技術です。 ※本製品は、ＤＦＴジョイント研究会の技術です。

製品概要

樹木の伐採を最小限にとどめて施工できるため、文化財周辺等の
施工にも適しております。景観の維持、地球環境保護のため、伐採
をしたくない現場に適しています。

仮設足場を使用せず、削孔機のみで施工可能なため、樹木の伐採を
最小限にとどめて施工することが可能です。

仮設足場や、大型重機を必要としないため、国道や交通量の多い
幹線道路沿いの法面においても、最小限の交通規制で施工すること
が可能です。

仮設足場を必要としないため、民家裏等の施工スペースの確保が難しい現場にも対応可能です。また、
粉塵対策・騒音対策装置を使用した粉塵の抑制・騒音の低減が可能であり、近隣住民の方への影響も
最小限にとどめることができます。

文化財近接の施工

樹林帯での施工

道路沿いでの施工

狭隘地での施工

独自のワイヤリングにより、無足場での
ロックボルト工・アンカー工の施工を実現

国土交通省 NETIS 登録 No.SK-030015-VE

平成29年3月　NETIS掲載終了

一般社団法人 農業農村整備情報総合センター
ARIC　NNTD 登録番号 1329






